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１．はじめに

・校是「自主自律」
「自由研究」週1コマ
リベラルアーツ講座
生徒主体の行事企画＆運営

・２０１５．４～医歯薬コース開始

・2016．４～併設型中高一貫校



１．はじめに
・２００７年 高石、東葛飾高校赴任。

探究活動の重要性に気づく。

・２０１１年 高石、生物部の活動に統計教育導入。

・201４年 明間、東葛飾高校赴任。

・２０１５年 医歯薬コース、スタート。
医歯薬コースに、高石が統計教育導入。

・２０１８年 統計教育を明間に引き継ぐ。

・2019年 明間による統計教育の深化。
高石、明間、伊藤の出会い。
高校への統計教育導入についての討論。



２．総学への統計教育導入
表１ 高石が担当した生物部と総学の差

総 学

活動は週50分。
生徒20名に対して顧問1人。
生徒へのフィードバックは顧問から。
「調べ学習」に留まることが多い。

生物部

活動は週１4時間。
生徒5名に対して顧問1人。
生徒へのフィードバックは専門家から。
統計処理前提の実験を行い、考察。



２．総学への統計教育導入
2015年 医歯薬コースでは、総学を充実。

１．週100分の総学
２．医療をテーマにした探究活動
３．医師会との連携による外部連携講座

生徒は、統計処理を行った探究活動を、
専門家に発表することで、
より、質の高いフィードバックを受け、
進路実現に向けて邁進できる！



２．総学への統計教育導入
高石が考案した統計教育

１．ｔ検定を伝えたい。
① 比較する群が少なくて、わかりやすい。
② 測定しやすい、連続的な値を扱える。
③ Excelで処理ができる。
④ 基本的な用語を知ることができる。
⑤ ①～④により、生徒は独力で活用できる。

２．15分×6回の実施
⑥ 6回の講義内容は、確認テストで理解を図る。



２．総学への統計教育導入
表２ 各教材と確認テストの内容

第1回 度数分布表、ヒストグラム
第2回 標本平均、標本分散、標準偏差

第3回 母集団と標本、正規分布

第4回 t分布と母平均の推定、有意水準

第5回 母平均の検定（両側検定）

第6回 母平均の検定（片側検定）

確認テスト ある地域のフナの体長と日本のフナの平
均体長を示し、有意差があるか検定。
不正解の場合は、個別補習。



２．総学への統計教育導入
40名のうち、探究活動に活用できたのは4名。

活用できた人数は少ないが、

・高校生でも、統計処理は行える。
・統計処理を施した探究活動へのフィードバックは、
より発展的な内容に。

・生徒は、大変さ＜充実感。

手ごたえは十分にあった。
2015年以降、本校医歯薬コースは、統計教育を継続。



２．総学への統計教育導入
2015年の4名のうち、1人が当時を振り返って。。。

（※現・医学部2年生）

・独力で統計処理するのは、かなり時間がかかった。

・「この処理で合っているのか？」という不安があった。

・当時、統計を学べたのはとても有益だった。大学での統計の授業
がすぐに理解できた。

・探究の成果を英語でも発表したので、論文を書く際の流れや形
式、決まった言い回しについて日本語でも英語でも学べ、実験レ
ポートや論文を書く時に役立った。

・大切なことなので、高校生の頃から教えてほしい。



３．引き継いだバトンと深化
２０１５年、高石の統計講座を聞いた明間の感想
・統計学に興味は湧くが、難しそう。
・生徒が自力で統計処理をしていることに驚く。
・フィードバックをしてくれる医師の方々が当然のように
統計学を使っていることに驚く。

自力で統計学を学んだ感想
・どの教材で学習していいのかがわからない。
・教材によって定義が異なることがあり、わかりづらい。
（分散を求めるとき、nで割るかn-1で割るかなど）

・例題があると理解しやすい。
・一気に理解するより、なんとなく理解が深まっていく。



３．引き継いだバトンと深化
統計教育を行うにあたって

１．生徒が自力で学べるようにしたい
・時間の都合上、講座ですべて理解することは不可能。
・探究活動の際は自力で学習しなくてはならない。
・後で見返せる資料があるとよい。

２．例題を多くしたい
・例題が多い方が日常や探究活動と結びつけやすい。
・解いていくうちに理解が深まる。
・どの検定を用いるか判断する補助となる。



３．引き継いだバトンと深化
１．講義の時期と１回あたりの時間

・外部連携講座が落ち着いた１０月は時間が取れる
・自分の探究活動と連動して考えやすい

２．教材をスライド資料に変更
・自分が理解していった跡を辿るように教材を作成
・後で見返したときに理解しやすいように作成
・例題を多く盛り込む

変更前 変更後
時期 6～7月 １０月

時間と回数 15分×６回 ５０分×４回



３．引き継いだバトンと深化



３．引き継いだバトンと深化



３．引き継いだバトンと深化



３．引き継いだバトンと深化



３．引き継いだバトンと深化
３．確認テストを毎時間行う
・毎回の授業で確認することにより定着を図る



３．引き継いだバトンと深化
４．手計算を重視
・確認テストのときに１人１台PCを確保できない
・検定で何をしているのか理解させることを重視
（Excelを用いての計算は慣れてからでいいと判断）

５．カイ二乗検定と母比率の検定を導入
・過去の探究活動ではアンケートを実施することが多い。
・t検定が理解できると他の検定も理解しやすいこと、
自力で理解できることを実感してほしかった。



３．引き継いだバトンと深化
統計講座を実践してみて

生徒の反応
・積極的に確認テストに取り組んでいた。
・周りと協力しながら理解に努めていた。
・難しかったけどためになったという意見が多かった。

今後の課題
・探究活動との結びつきの弱さ。
・統計教育を実践できる教員の少なさ。



４．高校における統計教育
内閣府による教育方針の目標

実現すれば、社会のニーズにマッチする可能性



４．高校における統計教育

1. 基本的情報知識の取得

2. 理数素養の取得

3. ICTインフラ・活用方法の整備

4. 新たな社会を創造していくために必要な力の育成

5. 大学入試・就職

内閣府による教育方針の目標



４．高校における統計教育
高校での統計教育の利点

• 早く履修することで、その後の理解度が深まる。

• 統計・データ活用は大学生と遜色がない。

• 活用を見据えていつから着手するか。

• 社会で必要とされる力の具体的な内容を体験可能。

• 「探究学習」との相性が良く、その質を上げることに

寄与できる。



４．高校における統計教育
方針と現場における課題

• 新たな指導への教員への負担が大きい。

• 教員の学習も個人の努力となっている現状。

• 統計教育コンテンツの不足。

• 数学履修との兼ね合いに齟齬がある。

• 数学Ⅰ・B内容以上の習得は選択授業に。

• 「情報」の履修時期に齟齬がある。

• 授業時間が非常に限定的。



５．未来への提言

• 探究活動と統計教育との親和性は高いだろう。

• 統計処理を知ることで、探究の質及び専門家からの

FBの質は向上する。

• 高校教員の統計に関する蓄積が少ない。

教材、事例ともに蓄積が必要。

• 高校-大学-社会が連携をとり、多様な学びの場を実

現していくことが望ましい。
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